
小野芳幸校長より式辞 中西啓寶高野山真言宗管長猊下 

高野山 大門から出発です 180町（約 20㎞）頑張ろう！！ 

花坂で休憩  まだまだ序盤  高校生は元気です 町石道 楽しいんで行こう 

                                    

平
成
三
十
年
度 

 
 

入
学
式 

 

平
成
三
十
年
四
月
八
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
本
校
講
堂
に
お
い
て
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
総
本
山
金
剛
峯
寺
座
主 

高
野
山

真
言
宗
管
長 

中
西
啓
寶
大
僧
正
猊
下
、
高
野

山
学
園
理
事
長
・
総
本
山
金
剛
峯
寺
宗
務
総

長 
添
田
隆
昭
様
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
の
下
、
全
日
制
宗
教
科
六
名

（
男
子
五
名
・
女
子
一
名
）、
全
日
制
普
通
科

三
十
二
名
（
男
子
二
十
四
名
・
女
子
八
名
）

計
三
十
八
名
が
入
学
し
ま
し
た
。 

 

                     

                        

今
年
は
桜
の
花
も
入
学
式
に
合
わ
せ
た
か

の
よ
う
に
咲
き
、
温
か
い
新
年
度
で
し
た
が
、

入
学
式
当
日
は
雪
が
降
り
、
非
常
に
気
温
の

低
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
生
や
保
護
者

の
皆
様
は
大
変
驚
か
れ
、
印
象
深
い
日
と
な

ら
れ
た
事
で
し
ょ
う
。 

午
後
は
大
師
教
会
に
て
受
戒
を
授
か
り
、

そ
の
後
総
本
山
金
剛
峯
寺
を
参
拝
し
、
本
学

園
理
事
長
・
総
本
山
金
剛
峯
寺
宗
務
総
長 
添

田
隆
昭
様
の
御
説
法
を
生
徒
・
保
護
者
・
教

職
員
で
拝
聴
し
ま
し
た
。 

新
し
い
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

長
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
保
護
者
の
皆
様

も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

世
界
遺
産
を 

歩
い
て
の
遠
足 

 

平
成
三
十
年
四
月
二
十
七
日
（
金
）
今
年

度
の
遠
足
を
行
い
ま
し
た
。「
高
野
山 

町
石

道
」
を
高
校
か
ら
高
野
山
の
麓
、
九
度
山
町

の
「
慈
尊
院
」
ま
で
の
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。慈
尊
院
は
弘
法
大
師
様
が
母
公
の
没
後
、

伽
藍
を
建
て
、弥
勒
菩
薩
を
安
置
し
た
た
め
、

以
後
女
人
禁
制
の
高
野
に
対
し
、
女
人
高
野

と
も
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
お
寺
で
す
。 

町
石
道
は
、
高
野
山
か
ら
一
町
（
約
百
九

メ
ー
ト
ル
）
ご
と
に
石
造
り
の
五
輪
塔
形
の

町
石
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、

高
野
山
壇
上
伽
藍
の
一
番
の
町
石
か
ら
慈
尊

院
の
百
八
十
町
ま
で
を
三
年
に
一
度
、
徒
歩

で
参
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

                  

 

晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
九
時
に
学
校
集
合

の
後
、
大
門
か
ら
出
発
。
途
中
「
花
坂
」
で

休
憩
を
取
り
、
雨
引
山
で
昼
食
、
全
員
が
完

歩
し
慈
尊
院
に
お
参
り
で
き
ま
し
た
。 

 

日
頃
、
教
室
で
は
見
ら
れ
な
い
仲
間
の
表

情
や
、
会
話
の
中
か
ら
、
新
た
な
仲
間
意
識

が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

次
の
日
か
ら
は
連
休
と
な
り
、
帰
省
す
る

者
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
う
者
、
行
事
に
参
加

す
る
者
と
様
々
で
し
た
が
、
充
実
し
爽
や
か

な
疲
れ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。 

                         

2018.5月  



担 

任 

紹 

介 
 

宗
教
科 
１
年
・
２
年
・
３
年 

担
任 

（
３
学
年
主
任
）
富
田 

向
真 

 
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

そ
し
て
進
級
し 

た
２
・
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

お
大
師
さ
ま
に
選
ば
れ
た
皆

さ
ん
に
は
、
他
の
学
校
で
は
絶
対
に
学
ぶ
こ
と
が
出

来
な
い
体
験
（
宗
教
行
事
・
授
業
）
を
い
っ
ぱ
い
吸
収

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

普
通
科 

２
Ｂ
担
任
（
２
学
年
主
任
）
荒
木 

栄
三 

 

（
Ｙ
）
や
さ
し
さ
を 

 

（
Ｍ
）
み
ん
な
に 

 

（
Ｃ
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を 

 

（
Ａ
）
あ
な
た
の
胸
に  

フ
ァ
イ
ト
！ 

 

普
通
科 

１
Ｂ
担
任
（
１
学
年
主
任
）
林 

 

秀
行 

 

発
明
家
エ
ジ
ソ
ン
の
「
天
才
と
は 

１
％
の
ひ
ら
め
き
と
９
９
％
の
努
力
」 

と
い
う
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
誤
訳
で 

正
し
く
は
１
％
の
ひ
ら
め
き
が
あ
れ

ば
、
９
９
％
の
無
駄
な
努
力
は
し
な
く
て
す
む
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
ジ
ソ
ン
自
身
、
寝
る

間
を
惜
し
み
研
究
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
努
力
か
苦

労
か
は
本
人
の
解
釈
次
第
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
努
力

な
く
し
て
ひ
ら
め
き
は
起
ら
な
い
の
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
１
度

の
人
生
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

普
通
科 

１
Ａ
・
２
Ａ
・
３
Ａ
担
任 

前
田 

仁
史 

 

特
別
進
学
コ
ー
ス
の
１
年
か
ら
３
年 

ま
で
の
担
任
と
な
り
ま
し
た
。
少
人 

数
制
の
特
色
を
生
か
し
、
３
年
生
は 

志
望
校
に
合
格
で
き
る
よ
う
、
１
・
２

年
生
は
学
習
計
画
が
順
調
に
進
む
よ
う
、
教
科
担
当

者
と
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

普
通
科 

３
Ｂ
担
任 

松
本 

貴
寛 

 

今
年
度
、
３
年
Ｂ
組
の
担
任
を
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
、
松
本
で
す
。
今
年

は
「B

rin
g
 it on

 d
ow

n
 (

最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
や

り
き
る
）」
を
合
言
葉
に
全
員
の
進
路
が
実
現
す
る
よ

う
に
、
そ
し
て
生
徒
が
高
野
山
高
校
に
来
て
よ
か
っ

た
な
と
思
え
る
よ
う
、
担
任
と
し
て
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
宗
教
科 

副
担
任 

山
本 

七
重 

 

「
未
来
は
今
日
の
中
に
あ
る
」。
時
間 

が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。 

一
日
一
日
を
無
駄
に
せ
ず
、
自
ら
積
極
的
に
学
ぶ
姿

勢
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
未
来
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

Ａ 

組 

副
担
任 

 

安
井 

史
郎 

 

今
春
卒
業
し
た
特
進
コ
ー
ス
の
３
年 

生
の
中
で
東
北
大
学(

経
済
学
部)

と

防
衛
大
学
校(

人
文
・
社
会
科
学
専
攻)

に
進
学
し
た
ふ

た
り
は
、
努
力
を
積
み
重
ね
れ
ば
夢
は
実
現
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
見
事
に
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
後

に
続
く
皆
さ
ん
も
、
志
を
高
く
持
っ
て
勉
学
に
勤
し

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
力
の
あ
る
限
り
応
援
し

ま
す
。 

 

１
学
年 

副
担
任 

石
田 

 

進 

 

平
成
七
年
十
二
月
二
十
一
日
生
ま
れ 

の
二
十
二
歳
で
す
。
新
卒
で
高
野
山

高
校
に
就
職
し
ま
し
た
。
担
当
教
科
は
公
民
で
す
。
ク

ラ
ブ
は
野
球
部
の
副
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
寮
監

も
し
て
い
ま
す
。
大
変
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

２
学
年 

副
担
任 

榊
原 

啓
優 

 

二
年
副
担
任
の
榊
原
で
す
。
新
米
で 

す
の
で
、
生
徒
に
教
え
ら
れ
る
こ
と

の
方
が
多
い
で
す
。
目
標
は
、
生
徒
の
良
い
所
を
見
つ

け
、
自
信
を
持
て
る
人
間
に
な
る
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
で
す
。 

 

３
学
年 

副
担
任 

船
橋
真
亜
子 

 

 
 
 
 
 
 

３
年
生
副
担
任
の
船
橋
で
す
。
生
徒 

の
皆
さ
ん
は
今
だ
か
ら
出
来
る
こ
と

を
全
力
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
考
え
方
や
取
り
組
み

方
で
そ
の
後
の
人
生
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
全
員

が
進
路
決
定
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

       

新
任
の
ご
挨
拶 

 

男
子
寄
宿
舎
専
任
舎
監 

井
関 

寿
勝 

  
 
 
 
 
 

改
め
て
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
今 

年
度
よ
り
男
子
寮
舎
監
と
な
り
ま
し 

た
井
関
寿
勝
で
す
。
二
十
年
以
上
各

地
の
寺
院
で
修
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
教
育
の
現

場
は
初
め
て
で
す
。
零
か
ら
始
め
る
新
た
な
御
縁
を

楽
し
み
に
、
精
進
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

養
護
非
常
勤
講
師 

吉
岡
佐
和
子 

  
 
 
 
 
 

教
育
現
場
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く 

の
は
初
め
て
で
心
配
事
だ
ら
け
で
し

た
が
、
い
ざ
出
勤
し
て
み
る
と
皆
さ
ん
の
元
気
良
い

挨
拶
や
、
気
さ
く
に
関
わ
り
に
来
て
く
れ
る
姿
に
心

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
と
共
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

            

 

全日制課程 １学期 行事予定 

4月 8日（日） 全日制入学式 

4月21日（金） 廟参 進路ガイダンス 

4月27日（金） 遠足（立里荒神社） 

5月22日（水）～ 中間考査 

5月26日（土） 音楽法会 育友会総会 

6月14日（木） 青葉祭前夜祭 

6月15日（金） 青葉祭 

6月21日（木） 廟参 

7月2日（月）～  期末考査 

7月17日（火） 三者面談 

 ～21日（土） 

7月21日（土） 終業式  


